
令和６年度第３回 高浜市総合教育会議 議事録 

開会日時 令和７年２月２１日（金）午後２時３０分 

閉会日時 令和７年２月２１日（金）午後４時００分   

場  所  いきいき広場３階旧校長室 

■ 出席者    

市長                   吉岡 初浩 

教育委員会 教育長          岡本 竜生 

教育委員会 教育長職務代理者  後藤 恵理 

教育委員会 委員           加藤 洋子 

教育委員会 委員           江坂 徳峰 

■ 会議構成員以外の出席者及び事務局 

副市長                  深谷 直弘 

高浜小学校校長            永田 朋子 

学校経営グループリーダー     内藤 克己 

学校経営グループ主幹        小嶋 俊明 

 

■ 傍聴者 ０名 

 

１ 市長挨拶 

〇吉岡市長 

第３回目の総合教育会議にご出席いただきましてありがとうございます。 

 先日ある会議で、J フロントリテイリング初代取締役会長をされた岡田邦彦さんに久し

ぶりにお会いしました。十数年前に「タカハマ物語」という映画を作った時に、名古屋で

上映会を行いましたが、岡田さんはわざわざ観に行ってくれましたがそれ以来となりま

す。ずっと執筆されてきたコラムを本にしたということでした。大きな会社の社長もさ

れていたので、人脈も広く、本人がいろんなことに興味がおありになって非常に幅の広

い内容でした。岡田さんは、「ゆとろぎ」という言葉を使われていました。「ゆとり」と「く

つろぎ」を混ぜて、そこから「りくつ」を除いたものです。そういう心の持ち方が大切だと

気付かされる言葉です。とかく、いろいろなことは「理屈」がついて回り、心も穏やかな

状態が保ちづらいものですが、ぜひ、子どもたちに「ゆとろぎ」の世界を見せてあげるこ

とができたらと思います。明日、また岡田さんにお会いする予定なので、ご紹介させて

いただきました。今日はどうぞよろしくお願いします。 

２ 議題 

（１）学校経営方針に基づく取組結果ついて 

〇吉岡市長 

（１）学校経営方針に基づく取組結果についてを議題といたします。それでは、高浜小学

校永田校長先生から説明をお願いします。 



〇高浜小学校校長  

資料１により、学校の経営方針について説明 

〇吉岡市長 

ありがとうございました。それでは、ご質問等ありましたらお願いします。 

〇吉岡市長 

  どういうアンケートを行っても、否定的な回答をしてしまう子どもがいますが、例えば

「自分で自分のことを大切な存在だ、自分にはよいところがあると思いますか」という

設問に、そう思わないと答えた子が２６人いるということに、いささか心配をしてしまい

ます。なかなか特定することはできないと思いますが、何か先生たちで気になることは

あるんでしょうか。 

〇高浜小学校校長 

  ２つ考えられるかなと思います。１つは、校長だよりに掲載しているんですが、大村はま

先生の「種をまく方が大切です」という記事で、褒めることを見つけて褒めるのではなく、

褒めることを作っておくという姿勢が大事だということを言っています。このことをも

う少し研究しなくてはいけないと思っています。もう１つは、受け入れるということです。

否定的なことを訴えてきた子がいた時、困っていることを受け入れて寄り添ってから次

のことを考えていくことが必要だと思います。 

  あと靴箱の様子を見ると、靴が揃ってないとか、互い違いになってるとかというのは、

朝のその子の気分がだいたい分かります。 

〇副市長 

  「ひとみ」という校長先生だよりを見せてもらいましたが、定期的に記録に残したり、発

行したりというのはなかなかエネルギーのいることだと思います。校長先生の熱意が伝

わってきました。 

〇岡本教育長 

  校長としての 1 年目を張り切ってスタートしていただいたなと思います。今後も永田流

の授業づくりの真髄を職員に浸透してもらえたら嬉しく思います。 

〇後藤委員 

  永田先生の情熱がすごく伝わってきました。教職員へつながっているということも分か

りますし、それが子どもたちの学びを豊かにしているんだなということも分かりました。

保護者の自己肯定感っていう言葉という言葉を耳にする機会がすごく増えてきました

が、保護者が自己肯定感っていう言葉の意味を本当に理解してるのかなと思います。理

解している保護者はそれに伴った行動をされていると思いますが、その本質を理解して

いない場合、子どもを褒めて伸ばしてあげるべきところを子どもにひどく怒っている保

護者もいます。高小だけでなく、他の学校の保護者にも伝えたいなと思います。 

〇高浜小学校校長 

  保護者にも伝わる言葉で話さないとやっぱりうまくいかないなっていうのを今すごく

思いました。自己肯定感というのは、確かに後藤委員が言われるとおりですね。そのへ



んを今後工夫していきたいと思います。 

〇江坂委員 

  小学校、中学校の授業を見させていただき、今の授業の進歩っていうのがすごいなと

思いますが、タブレット端末を他市に先駆けて導入し、その中で、先生たちが、こういう

ところは以前の授業のスタイルと比べてすごい効果てきめんであると思うところがいろ

いろあると思います。少し教えていただきたいと思います。 

〇高浜小学校校長 

  本当に多岐にわたりますけれども、まずはやっぱり自分で自由に作れるんですよね。い

ろいろ自分で表現できるんですよね。それをみんなで共有でき、そこからまた深まって

いくことができます。全校集会でも、昔は話が中心だったと思うんですが、今は映像も

入れたいと思えば入れることができます。タブレット端末を導入した学習発表会のスタ

イルになったら、いわゆるどの子にも光が当たる、どの子にも出番があるようになりま

した。例えば、声が小さくても先に録音しておこうということも可能になりました。また

算数の授業でも、自分たちで考えて、こういう解き方もあるというのがその場で示すこ

とも可能になりました。 

〇後藤委員 

  タブレットを全く使いこなせないというお子さんはいませんか。 

〇高浜小学校校長 

  いないです。私達より使いこなしています。吸収力はすごいと思います。プレゼン能力

も身についていくと思います。 

〇加藤委員 

  子供を褒めるっていうことは大事なことだと思います。多分 1 人 1 人に合った褒め方

があると思うんですけども、どんな言葉をかけたり、どんなことに気をかけたりしてい

ますか。 

〇高浜小学校校長 

  高学年では達成感に繋がるような褒め言葉というのがやっぱり大事だと思いますので、

当たり障りのない褒め方ではなく、その時、その場面に応じた具体的な事例を出して褒

めてあげることが重要だと思います。低学年は基本的な事柄、例えば、きちんとスリッ

パをそろえることができたね、というような褒め言葉をかけてます。 

〇吉岡市長 

  その他、よろしいでしょうか。 

  それでは、永田校長先生、どうもありがとうございました。 

〇吉岡市長 

  次に、(２)令和７年度当初予算（案）概要についてを議題とします。学校経営グループか

ら説明をお願いします。 

〇学校経営グループリーダー 

  (２)令和７年度当初予算（案）概要について説明。 



〇吉岡市長 

  それでは、委員の皆様からご質問等があればお願いします。 

 （特に質問なし） 

〇吉岡市長 

  特になければ、(２)令和７年度当初予算（案）概要について質疑を終結します。 

  次に、（３）高浜市教育基本構想の進捗についてを議題とします。学校経営グループから

説明をお願いします。 

〇学校経営グループ主幹 

  （３）高浜市教育基本構想の進捗について説明。 

〇吉岡市長 

  それでは、委員の皆様からご質問等があればお願いします。 

 （特に質問なし） 

〇吉岡市長 

  特になければ、（３）高浜市教育基本構想の進捗について質疑を終結します。 

  次に、（４）その他に移ります。委員の皆様からご発言等がありましたらお願いします。 

〇学校経営グループ主幹 

  これまで定例の教育委員会などでも進捗状況を報告させていただいてきましたが、い

じめ事案の報告が正式に第三者委員会の方から報告を受けておりますので、改めて概

要版により報告させていただきます。 

  （報告書概要版を説明） 

〇吉岡市長 

以上ですべての議事を終了しましたので閉会とさせていただきます。本日はありがとう

ございました。 

  


